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START UP!
営 農 の 未 来 が 始 ま っ て い ま す

ホクレンでは、販売・購買・営農支援の三位一体

による事業運営のもと、「農業所得の向上」と「生

産基盤の強化」を目的に、生産現場におけるさま

ざまな課題や要望に対して、「営農支援対策」を実

施しており、JA・各関係機関の皆さまと連携して、

「実証試験」・「生産振興」・「人材確保対策」など

に取り組んでいます。

当冊子は、昨年に引き続き、過去に実施した主要

な取り組みとその成果についてまとめたものです。

これらの成果を全道の優良事例として参考にして

いただき、より良い営農の手がかりとしてご活用し

てもらえれば幸いです。今後とも、生産現場の課

題解決に向けて努力していきますので、ご理解・

ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

令和 3年 10月

ホクレン農業協同組合連合会

農業総合研究所　営農支援センター

START UP！
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知
内
管
内
で
は
、
現
在
69
戸
の
生
産

者
が
ニ
ラ
を
基
幹
作
物
と
し
て
ほ
ぼ
通

年
栽
培
し
て
お
り
、
２
０
１
７
年
に
Ｊ

Ａ
新
は
こ
だ
て
知
内
基
幹
支
店
が
共
選

施
設
を
つ
く
り
ま
し
た
。

各
生
産
者
は
共
選
施
設
に
持
ち
込
む

前
に
、
ニ
ラ
の
下
葉
や
収
穫
時
に
付
着

し
た
土
を
除
去
す
る
「
そ
ぐ
り
」
と
呼

ば
れ
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
現

在
は
空
圧
式
ニ
ラ
そ
ぐ
り
機
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
長
時
間
の
作
業
が

負
担
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
３
〜
４
月
の

水
稲
育
苗
、
移
植
の
準
備
時
期
は
作
業

時
期
が
重
な
り
、
本
来
収
穫
で
き
る
は

ず
の
ニ
ラ
を
捨
て
刈
り
し
廃
棄
せ
ざ
る

を
得
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、「
そ
ぐ
り
」
を
省
力
化
で

き
る
と
さ
れ
て
い
る
水
圧
式
ニ
ラ
そ
ぐ
り

機
の
実
用
性
評
価
試
験
を
、
知
内
基
幹

支
店
の
共
選
施
設
に
て
行
い
ま
し
た（
写

真
１・２
）。

2
月
に
水
を
使
う
こ
と
で
凍
結
が
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
冬
期
間
の
試
験
運

転
で
も
循
環
タ
ン
ク
内
の
凍
結
な
ど
の

影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

10 

㎏
当
た
り
の
作
業
時
間
で
比
較
す
る

ニ
ラ
の
出
荷
前
処
理
が
負
担
に

水
圧
式
ニ
ラ
そ
ぐ
り
機
の

実
用
性
を
確
認

対象：JA 新はこだて（知内基幹支店）

取り組み：

実施年度：
2020 ～ 2021 年度

ニラの効率的処理による作業省力化体系の構築

●水圧式ニラそぐり機の実用性および効果を検証
●水圧式ニラそぐり機を用いたニラ製品輸送時の品質を確認

START UP！　ケーススタディーで知る営農のヒント  01

写真1. 試験導入した水圧式ニラそぐり機　

カテゴリー：
実証試験

実施：函館支所営農支援室

POINT
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写真 2. 空圧式ニラそぐり機
	 一度に10束程度をつかみ、圧縮空気により

下葉、土を取り除く。

「ニラそぐり機」の動画は、YouTube	
内の「ホクレンアグリポートチャン
ネル」でご覧いただけます。

と
、空
圧
式
は
作
業
員
1
名
で
28
分
だ
っ

た
の
に
対
し
、
水
圧
式
は
作
業
員
2
名

で
９
分
ま
で
短
縮
さ
れ
る
た
め
、
Ｊ
Ａ

も
捨
て
刈
り
量
を
減
ら
せ
る
作
業
速
度

と
感
じ
て
い
ま
す
（
表
１
）。

経
費
の
比
較
で
は
、
年
間
40
t
の
ニ

ラ
を
そ
ぐ
り
処
理
す
る
と
仮
定
し
た
場

合
、
空
圧
式
に
対
し
て
水
圧
式
は
電
気

料
金
削
減
に
よ
り
、
55
万
円
程
度
の
コ

ス
ト
が
削
減
可
能
と
の
結
果
が
得
ら
れ

ま
し
た
（
表
２
）。

ニ
ラ
製
品
の
微
生
物
検
査
の
結
果
で

は
、水
圧
式
ニ
ラ
そ
ぐ
り
機
を
使
用
し
て

も
、空
圧
式
と
同
等
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

ま
た
、
水
圧
式
ニ
ラ
そ
ぐ
り
機
の
使

用
で
ニ
ラ
製
品
に
水
が
付
着
し
、
夏
期

輸
送
時
は
微
生
物
増
殖
に
よ
る
品
質
低

化
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
が
、
輸
送
試
験

の
結
果
か
ら
は
腐
敗
の
程
度
に
有
意
差

は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
（
図
３
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
年
間
を
通
し
て
水
圧

式
ニ
ラ
そ
ぐ
り
機
使
用
に
問
題
は
な
く
、

大
幅
な
省
力
化
並
び
に
収
穫
量
の
増
加

が
期
待
で
き
ま
す
。

今
後
は
、
水
圧
式
ニ
ラ
そ
ぐ
り
機
を

生
産
者
の
作
業
場
に
試
験
導
入
し
て
、

作
業
ス
ペ
ー
ス
や
動
線
な
ど
を
確
認
し
、

総
合
的
な
省
力
化
効
果
を
評
価
す
る
予

定
で
す
。
ま
た
、
道
外
販
売
を
見
据
え

た
輸
送
試
験
も
検
討
し
て
い
ま
す
。　

水
圧
式
活
用
時
の
ニ
ラ
の

品
質
保
持
を
調
査

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

処理方式
年間 40t 処理にかかる費用

電気料金（円） 水道料金（円） 合計（円）

空圧式 674,898 - 674,898

水圧式 96,924 29,676 126,600

空圧式との差額（円） ▲ 548,298

表2.ニラそぐり機におけるランニングコスト

表1. 空圧・水圧式ニラそぐり機を使用した処理時間
比較

処理方式 作業員数 処理時間 (分）

空圧式 1名 28

水圧式 2名 9

図３．輸送試験におけるニラの腐敗の評価
	 （20 束の平均値：ホクレン食品流通研究課調べ）
	 ※腐敗の評価基準		0 点：腐敗なし、1点：ごく軽度の腐敗
	 	 2 点：腐敗、3点：重度の腐敗

腐
敗
の
評
価（
点
）

（不良）

（良） 出荷前（8/5） 着荷後（8/7） 棚持後（8/11）
0

1

2

3
■空圧式
■水圧式

0.0 0.0

0.4

0.0

1.3 1.1
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胆
振
管
内
で
は
、
ほ
う
れ
ん
そ
う
の

連
作
に
よ
る
萎
凋
病
発
生
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
萎
凋
病
な
ど
の
土
壌

伝
染
性
フ
ザ
リ
ウ
ム
菌
に
よ
る
病
害
は

土
壌
㏗
を
上
げ
る
と
発
病
を
軽
減
で

き
ま
す
が
、
一
方
で
は
微
量
要
素
欠
乏

を
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

２
０
１
５
年
に
Ｊ
Ａ
と
ま
こ
ま
い
広
域
で

は
、
主
成
分
が
ケ
イ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
で

微
量
要
素
も
含
む
「
転
炉
ス
ラ
グ
」
施

用
に
よ
る
効
果
の
確
認
試
験
を
実
施
し

ま
し
た
（
写
真
１
）。
㏗
を
上
昇
さ
せ

な
が
ら
も
微
量
要
素
の
欠
乏
が
生
じ
に

く
い
本
資
材
を
施
用
し
た
結
果
、
発
病

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
（
写

真
2
）。

ま
た
、翌
年
（
２
０
１
６
年
）も
継
続

し
て
試
験
を
実
施
し
、効
果
が
持
続
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
（
図
１
）。

同
様
に
２
０
１
６
年
に
は
、Ｊ
Ａ
と
ま

こ
ま
い
広
域
の
他
に
Ｊ
Ａ
む
か
わ
、Ｊ
Ａ

し
ず
な
い
、Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ
て
、Ｊ
Ａ
き

た
ひ
や
ま
に
お
い
て
も
、ほ
う
れ
ん
そ
う

の
萎
凋
病
被
害
軽
減
を
図
る
た
め
、転
炉

ス
ラ
グ
を
施
用
し
た
試
験
を
実
施
し
ま

し
た
。い
ず
れ
も
施
用
し
た
区
で
は
萎
凋

病
の
発
生
が
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
う
れ
ん
そ
う
の
連
作
障
害
に
効
果

他
地
区
へ
の
広
が
り

START UP！　ケーススタディーで知る営農のヒント  02

対象：JAとまこまい広域、JAむかわ、JAしずない

協力関係機関：胆振農業改良普及センター東胆振支所、日高農業改良普及センター

取り組み：

実施年度：
2015 ～ 2017 年度

転炉スラグの病害軽減効果の確認
カテゴリー：
実証試験

実施：苫小牧支所営農支援室

●転炉スラグ施用による、ほうれんそう萎
いちょう
凋病の被害軽減効果POINT

写真1. 転炉スラグ施用の様子

写真2．2015 年7月7日(播種25日目)写真手前
が無施用区。萎凋病によりほぼ枯死状態
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２
０
２
０
年
11
月
に
Ｊ
Ａ
と
ま
こ
ま

い
広
域
ほ
う
れ
ん
草
部
会
に
て
「
転
炉

ス
ラ
グ
技
術
研
修
会
」
を
Ｗｅ
ｂ
で
開

催
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
土
壌
消
毒
剤

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
連
作
圃

場
に
お
い
て
萎
凋
病
発
生
の
心
配
が
あ

る
場
合
、
発
生
予
防
と
し
て
転
炉
ス
ラ

グ
の
施
用
を
検
討
し
て
も
良
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、
就
農
間
も
な
い

若
手
生
産
者
に
転
炉
ス
ラ
グ
に
つ
い
て
学

ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
目
的
で
開
催
し

ま
し
た
。
今
後
も
積
極
的
に
研
修
会
な

ど
を
行
い
普
及
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
と
ま
こ
ま
い
広
域
で
は
、
こ
れ
ま

で
延
べ
9
名
の
生
産
者
が
転
炉
ス
ラ
グ

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

転
炉
ス
ラ
グ
は
、
土
壌
㏗
を
上
げ
る

こ
と
で
萎
凋
病
の
発
病
低
減
が
期
待
で

き
る
資
材
で
す
。
な
お
、
施
用
量
は
土

壌
タ
イ
プ
や
原
土
㏗
に
よ
っ
て
大
き
く

異
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
施
用
す

る
場
合
に
は
必
ず
ハ
ウ
ス
の
土
壌
を
用
い

て
、
資
材
投
入
量
に
よ
る
㏗
上
昇
程
度

を
示
す
緩
衝
曲
線
を
作
成
の
う
え
、
土

壌
㏗
7.5
を
改
良
目
標
に
10
ａ
当
た
り
の

施
用
量
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

（
図
2
）。
施
用
量
・
コ
ス
ト
面
を
勘
案

し
た
上
で
導
入
を
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
転
炉
ス
ラ
グ
を
過
剰
に
施
用

（
土
壌
㏗
7.5
を
大
き
く
上
回
る
）
す
る

と
作
物
の
生
育
に
悪
影
響
が
出
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
㏗
を
上
げ
す
ぎ

る
と
下
げ
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
導
入
の
際
に
は
事
前
に
小
規
模

の
確
認
試
験
を
行
う
な
ど
、
慎
重
な
取

り
進
め
が
必
要
で
す
。

な
お
、
施
用
に
当
た
っ
て
は
、
必
ず

粉
状
タ
イ
プ
（
ミ
ネ
カ
ル
粉
状
２
号
）

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
（
図
3
）。

転
炉
ス
ラ
グ
に
は
殺
菌
効
果
が
な
く
、

㏗
矯
正
を
行
っ
て
も
萎
凋
病
菌
は
死
滅

し
ま
せ
ん
。
発
生
歴
の
あ
る
圃
場
で
の

農
作
業
は
最
後
に
行
い
、
機
械
類
を
良

く
洗
浄
し
て
汚
染
土
の
移
動
に
よ
る
発

生
圃
場
の
拡
大
を
防
い
で
く
だ
さ
い
。

萎
凋
病
の
発
生
が
甚
大
で
あ
る
場
合

（
発
病
度
70
以
上
が
目
安
）
や
萎
凋
病

以
外
の
病
害
に
は
効
果
が
期
待
で
き
な

い
た
め
、
土
壌
消
毒
な
ど
の
対
策
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

最
近
の
取
り
組
み
状
況

施
用
の
留
意
点

図3．ミネカル粉状2号の概要 図2．緩衝曲線の例
	 ※耕起深が変わるとpHも変化するので留意が必要

図1. ほうれんそうの発病割合（調査株中の割合）

施用区

萎凋病指数 2以上の発病株割合

37.5％（33株/88 株）

無施用区

萎凋病指数 2以上の発病株割合

100％（47株/47 株）

調査日 2016 年 8月 23日

調査箇所 ホクレン苫小牧支所管内

試験概要 ハウス内に無施用区と施用区を設置（2015 年の継続試験）

土壌 pH 無施用区：5.2、施用区：7.4（2015 年施用後：7.9）

5.0
5.5
6.0
6.5
7.0
7.5
8.0
8.5
9.0
9.5

0.0 0.5 1.0 1.5 2.0 2.5 3.0 3.5 4.0 4.5 5.0 5.5
ミネカル粉状2号施用量（t/10a・10cm深）

pH

y=-0.1138x²+1.2157x+5.7191

鉄鋼を製造する際
の副産物。北海道
においては、融雪
材や水稲用のケイ
酸質資材としての
活用が多い。
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対象：JAるもい

協力関係機関：留萌農業改良普及センター、留萌振興局

取り組み：

実施年度：
2018 ～ 2021 年度

畑作物（大豆・小麦）の収量向上への
土壌排水性改善

●簡易暗きょ（カットドレーン）施工による土壌排水性改善

START UP！　ケーススタディーで知る営農のヒント  03

カテゴリー：
実証試験

実施：留萌支所営農支援室

POINT

留
萌
管
内
で
は
水
田
転
作
畑
の
畑
作

物
と
し
て
小
麦
お
よ
び
大
豆
が
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
透
排
水
性
不
良

の
圃
場
が
多
い
状
況
に
加
え
て
、
近
年

の
長
雨
や
突
発
的
な
豪
雨
に
よ
る
滞
水

が
み
ら
れ
る
場
合
が
多
く
、
湿
害
が
収

量
低
下
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
土
壌
の
排
水
性
の
改

善
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
な

お
、
畑
作
物
の
生
産
性
向
上
に
つ
い
て

は
重
要
課
題
と
し
て
「
留
萌
地
域
農
業

技
術
支
援
会
議
」
の
主
要
テ
ー
マ
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

排
水
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
穿せ
ん

孔こ
う

暗
き
ょ
機
で
あ
る「
カ
ッ
ト
ド
レ
ー
ン
」

の
施
工
効
果
の
検
証
を
試
み
ま
し
た（
写

真
1
〜
3
）。
対
象
圃
場
は
2
圃
場
で
、

大
豆
播
種
前
の
春
施
工
と
秋
播
き
小
麦

播
種
前
の
秋
施
工
を
行
い
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
は
、
大
豆
播
種
後
の
干

ば
つ
や
7
月
上
旬
の
豪
雨
（
平
年
比
6

倍
超
）
な
ど
、
生
育
へ
の
悪
影
響
が
懸

念
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
水
は
け
が

悪
い
圃
場
で
も
カ
ッ
ト
ド
レ
ー
ン
を
施
工

留
萌
管
内
の
畑
作
に
お
け
る
課
題

カ
ッ
ト
ド
レ
ー
ン
施
工
に
よ
る

排
水
性
改
善
を
検
証

カ
ッ
ト
ド
レ
ー
ン
の
効
果
を
確
認

写真3.カットドレーン施工による溝

写真1.カットドレーン施工の様子①　

写真2.カットドレーン施工の様子②
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し
た
部
分
で
は
、
滞
水
に
よ
る
湿
害
の

よ
う
な
症
状
は
見
ら
れ
ず
、
順
調
な
生

育
と
な
り
収
量
や
粒
大
も
無
施
工
区
に

比
べ
て
優
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
（
図

１
〜
３
）。
な
お
、
同
圃
場
の
施
工
区
の

土
壌
水
分
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
深

さ
0
〜
30㎝
の
土
壌
で
無
施
工
区
に
比
べ

て
低
く
、
土
壌
排
水
性
改
善
の
効
果
を

生
産
者
と
と
も
に
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
秋
播
き
小
麦
圃
場
に
お
い
て

も
施
工
区
の
排
水
性
の
改
善
が
確
認
で

き
ま
し
た
（
写
真
4
）。

今
回
の
取
り
組
み
に
よ
り
カ
ッ
ト
ド

レ
ー
ン
施
工
に
よ
る
効
果
が
確
認
で
き

ま
し
た
。
た
だ
し
、
圃
揚
条
件
に
よ
っ
て

は
十
分
な
深
さ
で
の
施
工
が
困
難
な
事

例
が
発
生
す
る
な
ど
の
課
題
も
確
認
で

き
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
こ
と
も
踏

ま
え
な
が
ら
、
管
内
へ
の
普
及
を
図
っ
て

い
く
考
え
で
す
。

今
後
の
普
及
に
向
け
て

写真4.秋播き小麦圃場でのカットドレーン施工効果
（2020 年10月撮影）

図1. 大豆栽培におけるカットドレーン施工区・無施工区の生育推移

図3.大豆栽培におけるカットドレーン施工区・無施工区の収量・百粒重
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有
効
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
内
の
施
設
園
芸
に
お
け
る
事
例
は

ま
だ
少
な
い
状
況
で
す
が
、
当
該
技
術

に
対
す
る
生
産
現
場
の
関
心
は
高
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
「
み

ど
り
ク
ラ
ウ
ド
®
」（
写
真
１
）、
炭
酸

ガ
ス
発
生
装
置
は
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
燃
料
と

し
た
「
Ｅｓ ｃ
Pー
ｒｏ
Ｊ
」（
写
真
2
・

3
）
を
使
用
し
、
東
川
町
農
業
振
興
公

社
内
の
新
規
就
農
者
向
け
の
ト
マ
ト
ハ
ウ

ス
で
実
証
試
験
を
行
い
ま
し
た
。

試
験
は
、
炭
酸
ガ
ス
施
用
の
効
果
を

評
価
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
、
炭

酸
ガ
ス
施
用
ハ
ウ
ス
と
無
施
用
ハ
ウ
ス
を

1
棟
（
1
6
5
坪
）
ず
つ
設
置
し
て
行

い
ま
し
た
。
炭
酸
ガ
ス
の
施
用
は
5
月

中
旬
〜
6
月
上
旬
の
早
朝
の
2
〜
3
時

間
と
し
、「
み
ど
り
ク
ラ
ウ
ド
®
」
に
て

ハ
ウ
ス
内
環
境
デ
ー
タ
を
測
定
、
生
育

状
況
の
比
較
を
行
い
ま
し
た
。な
お
、「
み

ど
り
ク
ラ
ウ
ド
®
」
は
、
ハ
ウ
ス
内
環

境
デ
ー
タ
を
自
動
で
計
測
・
記
録
す
る

の
で
、
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な

ど
で
い
つ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

ハ
ウ
ス
内
の
炭
酸
ガ
ス
減
少
量
（「
最

高
濃
度
」
と
「
ハ
ウ
ス
開
放
直
前
濃
度
」

炭
酸
ガ
ス
施
用
の
効
果
を
確
認

対象：JAひがしかわ

協力関係機関：上川農業改良普及センター大雪支所、東川町農業振興公社

取り組み：

実施年度：
2019 ～ 2020 年度

炭酸ガス施用による
トマト収量向上に向けた試験

●炭酸ガス施用と環境モニタリングシステム活用の可能性検証

START UP！　ケーススタディーで知る営農のヒント  04

写真1.みどりクラウド®︎（株式会社セラク）

写真3. 炭酸ガス発生装置設置のハウス内風景

カテゴリー：
実証試験

実施：旭川支所営農支援室

POINT

近
年
、
道
外
で
は
、
長
期
間
収
穫
可

能
な
果
菜
類
を
中
心
に
、
ハ
ウ
ス
内
の

環
境
測
定
と
炭
酸
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
）

を
施
用
す
る
技
術
の
導
入
が
進
み
つ
つ

あ
り
ま
す
。

ハ
ウ
ス
内
環
境
を
把
握
す
る
た
め
に

は
、
環
境
測
定
装
置
に
よ
る
「
ハ
ウ
ス

内
環
境
の
見
え
る
化
」
が
そ
の
第
一
歩
。

最
近
で
は
、
温
度
・
湿
度
・
地
温
・
日

射
量
・
炭
酸
ガ
ス
濃
度
な
ど
の
測
定
に

加
え
て
、
デ
ー
タ
の
蓄
積
・
閲
覧
が
可

能
な
シ
ス
テ
ム
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
炭
酸
ガ
ス
施
用
は
、
ハ
ウ
ス
内

の
炭
酸
ガ
ス
濃
度
を
高
め
る
こ
と
で
光

合
成
を
促
進
す
る
こ
と
が
収
量
向
上
に

ハ
ウ
ス
栽
培
で
関
心
が
高
ま
る
技
術

実
証
試
験
の
内
容

写真2.Esc-ProJ（株式会社フィスカ）

炭酸ガス排気用ホース
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の
差
）
の
推
移
を
見
る
と
、
25
日
中
19

日
は
炭
酸
ガ
ス
無
施
用
区
に
比
べ
施
用

区
で
炭
酸
ガ
ス
の
減
少
量
が
多
く
、
炭

酸
ガ
ス
の
利
用
量
が
多
か
っ
た
可
能
性

を
示
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。
実
際
に
炭

酸
ガ
ス
施
用
区
で
は
無
施
用
区
に
比
べ
て

ト
マ
ト
の
草
勢
も
強
く
な
る
傾
向
が
み

ら
れ
ま
し
た
（
写
真
４
）。
出
荷
時
の
1

果
重
を
調
査
し
た
結
果
で
も
、
炭
酸
ガ

ス
施
用
区
の
方
が
無
施
用
区
に
比
べ
て

重
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
（
図

２
）。し

か
し
、
炭
酸
ガ
ス
の
施
用
で
収
量

性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
は
、
施
用
終

了
後
も
病
害
虫
の
発
生
予
測
を
行
い
な

が
ら
、
草
勢
を
含
め
、
適
正
な
栽
培
管

理
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

炭
酸
ガ
ス
の
施
用
技
術
は
、
試
験
研

究
機
関
や
ホ
ク
レ
ン
長
沼
研
究
農
場
営

農
技
術
課
で
も
実
証
試
験
を
実
施
し
て

お
り
、
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
技
術
の

確
立
と
普
及
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

近
年
、
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

が
多
く
の
メ
ー
カ
ー
か
ら
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
後
も
「
ハ
ウ
ス
内
環
境
の
見

え
る
化
ツ
ー
ル
」の
有
効
性
を
広
く
情
報

発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
普
及
に
向
け
て

図1. 最高炭酸ガス濃度時からハウス開放時までの1分間当たり炭酸ガス減少量
	 （2020 年・上川農業改良普及センター大雪支所調べ）

図2.	7月のトマト1果重平均の推移（2020 年・JAひがしかわ調べ）

写真 4.	7月28日のトマトの様子
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対象：JA 士幌町、JA本別町

協力関係機関：十勝農業改良普及センター、株式会社ビコンジャパン、三菱農機販売株式会社

取り組み：

実施年度：
2018 ～ 2020 年度

小豆における真空播種機を活用した
栽培法の検討

● ISOBUS対応真空播種機による高精度播種
●収量増加を目指した小豆の適正な栽植密度を確認

START UP！　ケーススタディーで知る営農のヒント  05

写真1. 真空播種機	MULTICORN	DPⅡ（株式会
社ビコンジャパン）

※2020 年7月20日撮影

カテゴリー：
実証試験

実施：帯広支所営農支援室

POINT

近
年
、
小
豆
は
年
に
よ
っ
て
作
柄
が

変
動
し
て
お
り
、
よ
り
安
定
的
な
生
産

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
、
十
勝
管
内
で
は
、
作
業
性
に
優
れ

播
種
精
度
の
高
い
真
空
播
種
機
に
注
目

し
て
い
ま
す
。

試
験
で
使
用
し
た
大
型
真
空
播
種
機

（
写
真
１
）
は
、
播
種
ユ
ニ
ッ
ト
（
６
畦
）

を
油
圧
で
動
か
せ
る
た
め
、
畦う
ね
ま間

を
45

〜
80㎝
の
間
で
、
㎝
単
位
で
変
え
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
（
ト
ラ
ク

タ
ー
と
作
業
機
が
情
報
を
送
受
信
す
る

た
め
の
通
信
規
格
）
に
よ
り
播
種
位
置

を
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
高
精
度
で
制
御
で
き

ま
す
。

精
度
の
高
い
播
種
機
の
使
用
で

小
豆
の
安
定
生
産
へ

HOKUREN AGRIPORT  11



ホ
ク
レ
ン
で
は
Ｊ
Ａ
な
ど
と
連
携
し
、

小
豆
以
外
に
も
金
時
豆
や
飼
料
用
と
う

も
ろ
こ
し
を
対
象
に
、
真
空
播
種
機
を

活
用
し
た
栽
培
法
に
関
す
る
試
験
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
対
応

の
真
空
播
種
機
と
い
っ
た
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
を
活
用
し
た
作
業
機
の
普
及
に
よ

り
、
多
品
目
で
収
量
性
向
上
や
作
付
け

規
模
拡
大
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

２
０
１
８・２
０
１
９
年
は
天
候
の
影

響
に
よ
り
参
考
程
度
の
結
果
と
な
り
ま

し
た
が
、
10
ａ
当
た
り
の
栽
植
本
数
を

密
植
栽
培
に
よ
り
増
や
す
こ
と
で
収
量

増
加
が
期
待
で
き
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。2

0
2
0
年
の
結
果
で
は
、栽
植
密
度

2
5
0
0
0
本
／
10
ａ
で
製
品
収
量
が

慣
行
に
比
べ
１
０
８
％
と
な
り
、
１
㎡

当
た
り
の
莢さ
や

数
が
多
く
百
粒
重
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
栽
植
密
度

が
高
い
3
0
0
0
0
本
／
10
ａ
で
は
、

慣
行
よ
り
収
量
は
多
か
っ
た
も
の
の
、

２
５
０
０
０
本
／
10ａ
と
比
べ
る
と
製
品

収
量
が
や
や
劣
る
結
果
と
な
り
ま
し
た

（
図
１
）。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
真
空
播
種
機

で
の
単
粒
播
種
に
よ
る
密
植
栽
培
で
は
、

約
２
５
０
０
０
本
／
10ａ
が
適
正
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
、
必
要
以
上
に
栽
植
密
度

を
高
め
て
も
増
収
し
な
い
こ
と
を
確
認
。

た
だ
し
、
倒
伏
が
懸
念
さ
れ
る
圃
場
で

は
、
栽
植
密
度
の
増
加
は
注
意
が
必
要

で
す
。

ま
た
、
今
回
使
用
し
た
大
型
真
空
播

種
機
は
、
設
定
し
た
栽
植
密
度
に
対
し

正
確
に
播
種
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
更
に
、
ト
ラ
ク
タ
ー
を
８
㎞
／

ｈ
で
走
行
し
て
も
安
定
し
て
播
種
で
き

る
た
め
、
播
種
作
業
時
間
を
短
縮
す
る

こ
と
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

３
カ
年
の
現
地
試
験
で

適
正
な
栽
植
密
度
を
確
認

多
品
目
で
試
験
を
実
施
中

北海道産小豆の消費拡大へ！
現在、ホクレンと関係機関では、北海道産小豆の消費拡大に向けて、さまざまな取
り組みを実施。これにより、安定供給体制の確立や国産小豆の確実な需要の確保に
努めています。

①輸入小豆との切り替え
積極的な販売対策により、北海道産小豆への回
帰が顕在化

②契約栽培の推進
実需－ホクレン－ JAによる契約栽培の推進
⇒安定的な供給を通じた需要の拡大

③キャンペーンなどの実施
和菓子商品取りまとめの実施
消費拡大プロモーションの展開 図1. 栽植密度による収量および百粒重

	 （2020 年の試験結果より）

写真2.2020 年の試験圃場の様子
	 （左側が30,000 本/10a、右側が25,000 本/10a）

そ
こ
で
、小
豆
を
対
象
に
慣
行
栽
培
の

畦
間
（
60㎝
）の
ま
ま
株
間
を
変
え
て
播

種
、そ
の
収
量
性
を
確
認
し
ま
し
た
。

２
０
１
８
〜
２
０
２
０
年
の
３
カ
年

（
２
０
１
８・
２
０
１
９
年
は
士
幌
町
、

２
０
２
０
年
は
本
別
町
）
に
わ
た
っ
て
、

Ｊ
Ａ
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
真
空
播

種
機
を
用
い
た
試
験
を
行
い
ま
し
た（
写

真
２
）。

200
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320

340

360

380

400
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15

20,000
（慣行）

25,000 30,000

318

12
345

17

343

10

（kg/10a） （g）

栽植密度（本/10a）

収
量

百
粒
重

■くず収量　■製品収量　－百粒重

12  HOKUREN AGRIPORT 



Ｊ
Ａ
よ
う
て
い
で
は
、
約
90
戸
の
生

産
者
が
ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
お
り
、
作

業
の
省
力
化
や
生
産
性
向
上
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
環
境
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
「
み
ど
り
ク
ラ
ウ
ド
®

み
ど
り
ボ
ッ
ク
ス
Ｐ
Ｒ
Ｏ
（
以
下
み
ど
り

ボ
ッ
ク
ス
Ｐ
Ｒ
Ｏ
）」
に
着
目（
写
真
１
）。

ハ
ウ
ス
内
環
境
デ
ー
タ
を
遠
隔
監
視
で

見
え
る
化
す
る
こ
と
に
よ
る
作
業
負
担

の
軽
減
と
、
適
切
な
栽
培
管
理
の
実
用

性
を
評
価
し
ま
し
た
。
ま
た
、
近
隣
生

産
者
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
都

度
変
化
す
る
栽
培
環
境
を
互
い
に
確
認

し
な
が
ら
、
よ
り
適
切
な
栽
培
管
理
と

生
産
性
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
も
目
標

と
し
ま
し
た
。

実
用
性
の
評
価
は
蘭
越
町
の
ト
マ
ト

（
品
種
：
桃
太
郎
サ
ニ
ー
）栽
培
ハ
ウ
ス

1
棟
で
行
い
ま
し
た
。２
０
２
０
年
４
月

に
環
境
測
定
の
心
臓
部
で
あ
る「
み
ど
り

ボ
ッ
ク
ス
Ｐ
Ｒ
Ｏ
」の
操
作
方
法
を
説
明

し
（
写
真
２
）、５
月
上
旬
に
設
置
。そ
の

後
５
〜
10
月
に
、
環
境
デ
ー
タ
（
温
度
、

湿
度
、
日
射
量
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
、

土
壌
水
分
）
を
生
産
者
と
確
認
し
ま
し

た
。
８
月
に
は
、
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の

実
証

シ
ス
テ
ム
の
設
置
お
よ
び
現
地
視
察

対象：JAようてい

協力関係機関：後志農業改良普及センター

取り組み：

実施年度：
2020 年度

トマト栽培における環境モニタリングシステムの
実用性確認と情報共有

START UP！　ケーススタディーで知る営農のヒント  06

写真1. 機器設置状況（5月）
※みどりボックス PROの概要
ハウスにセンサーと通信機能を備えたボックスを設置。そのボックスか
らセンサーが収集したデータがクラウドに送られ蓄積されるシステム

写真2.みどりボックスPRO機器説明（4月）　

カテゴリー：
生産振興

実施：倶知安支所営農支援室

●トマトの栽培環境を遠隔地からも把握可能に
●栽培環境データの共有で栽培管理技術の向上へ

POINT
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た
栽
培
の
課
題
を
検
討
す
る
た
め
、
関

係
機
関
が
集
ま
り
現
地
視
察
研
修
を
実

施
（
写
真
３
）。
収
穫
後
、
栽
培
環
境

デ
ー
タ
を
ま
と
め
、
12
月
に
は
ト
マ
ト
生

産
組
合
な
ど
で
紹
介
し
ま
し
た
。

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は
、
遠

隔
地
か
ら
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
環
境

デ
ー
タ
が
確
認
で
き
ま
す
（
図
1
）。
特

に
土
壌
水
分
に
つ
い
て
は
、
30
％
を
目

安
に
適
切
な
水
管
理
作
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
（
図
２
）。
ま
た
、
他

の
生
産
者
の
ハ
ウ
ス
内
環
境
デ
ー
タ
が

閲
覧
で
き
る
の
で
、
環
境
の
違
い
を
参

考
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
生
産
者

か
ら
は
「
今
年
度
の
収
量
は
、
天
候
が

図1.タブレットを活用しハウスの中の環境モニ
タリングデータをチェックできる

良
か
っ
た
影
響
が
大
き
い
も
の
の
、
８

〜
９
ｔ
/
10
a
と
昨
年
よ
り
プ
ラ
ス
１

ｔ
/
10
a
程
度
採
れ
た
」
と
い
う
声

が
あ
り
ま
し
た
。

ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
お
い
て
、
環

境
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
で
地
域
の

生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
今
後
も
、
ト
マ
ト
生
産
組
合

の
研
修
な
ど
で
取
り
組
み
事
例
と
し
て

紹
介
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
の
活
用

今
後
の
普
及
に
向
け
て

写真3. 現地視察研修（8月）

図2. 土壌水分データ（2020 年7月10日分を抜粋）
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生
姜
は
、収
穫
し
て
間
も
な
い
「
新

生
姜
」と
数
カ
月
貯
蔵
し
た
後
に
流
通

す
る
「
囲
い
生
姜
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。

生
姜
の
栽
培
に
は
積
算
温
度
が
必
要
な

た
め
、北
海
道
で
は
露
地
で
の
栽
培
は
難

し
く
、ハ
ウ
ス
を
用
い
た
生
産
し
か
で
き

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
び
ば
い
で
は
、
２
０
１
４
年
よ

り
「
新
生
姜
」
を
地
域
の
新
た
な
園

芸
作
物
と
位
置
付
け
て
ハ
ウ
ス
栽
培
に

北
海
道
に
お
け
る
生
姜
の
位
置
付
け

対象：JAびばい、JAそらち南

協力関係機関：空知農業改良普及センター

取り組み：

実施年度：
2019 ～ 2021 年度

空知産新生姜の安定生産・安定販売

START UP！　ケーススタディーで知る営農のヒント  07

図1.【（例）JAそらち南の増殖率】　※増殖率＝子生姜/親生姜
親生姜 子生姜

写真1. 栽培中の様子

写真2. 収穫後の新生姜

カテゴリー：
生産振興

実施：岩見沢支所営農支援室

●安定生産に向けた技術の確立と情報共有
●安定販路の確保および「空知産新生姜」の認知度向上

POINT

2019 年実績 1.8 倍

2020 年実績 11.7 倍

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
そ

ら
ち
南
で
も
、
道
内
先
進
地
の
Ｊ
Ａ

び
ば
い
と
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、

２
０
１
９
年
よ
り
新
生
姜
の
安
定
生
産

に
向
け
て
栽
培
試
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た

（
写
真
１・２
）。

２
０
２
０
年
に
は
、
両
Ｊ
Ａ
で
13
戸

の
生
産
者
が
新
生
姜
の
栽
培
に
取
り
組

み
、
目
標
の
増
殖
率
を
大
き
く
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
（
図
1
）。
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J 

A
そ
ら
ち
南
で
は
、
2
0
1
9
年

よ
り
栽
培
に
着
手
し
ま
し
た
が
、
1
年

目
は
収
量
が
低
く
生
産
性
の
向
上
が
課

題
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
州
の
先

進
地
を
訪
問
し
収
集
し
た
情
報
な
ど
を

も
と
に
、
両
J 

A
、
普
及
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
生
産
者
で
解
決
策
を
検
討
し
、
栽

培
マ
ニュ
ア
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。
現
在
、

作
成
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
本
に
、
育
苗

方
法
や
追
肥
回
数
の
検
討
を
進
め
安
定

多
収
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

畑
か
ら
収
穫
・
洗
浄
後
に
生
の
ま
ま

出
荷
す
る「
新
生
姜
」は
、ま
さ
に「
旬
」

の
風
味
が
堪
能
で
き
ま
す
。

こ
の
食
材
の
す
ば
ら
し
さ
を
広
げ
る

た
め
、
ホ
ク
レ
ン
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｗ
Ｅ
Ｂ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
、
札
幌
市
内
の

飲
食
店
３
店
舗
が
両
Ｊ
Ａ
と
コ
ラ
ボ
し

栽
培
体
系
の
構
築
に
向
け
て

「
空
知
産
新
生
姜
」の
販
路
確
保
へ

写真3.ホクレンGREEN		WEBでコラボした生産者とシェフ
	 GREEN	WEBにも取り組み記事が記載されています。
	 合わせてご覧ください

（写真3～7GREEN提供）

写真4.「brasserie	coron	with	LE	CREUSET」
	 自家製ジンジャーエール～

空知新生姜～

写真5.「brasserie	coron	with	LE	CREUSET」
	 空知産新生姜ムース～さつ

まいものポタージュ～

写真6.「パフェ、珈琲、酒、佐藤」
	 「空知産新生姜」とシャインマ

スカット

写真7.「boulangerie	coron	」
	 「空知新生姜」と蜂蜜のチャ

バタ

て
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発
。
各
店

舗
で
数
量
・
期
間
限
定
で
提
供
す
る
企

画
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
３
〜
７
）。

ま
た
、「
ホ
ク
レ
ン
く
る
る
の
杜
」
の

即
売
会
に
お
い
て
、
直
接
消
費
者
に
レ

シ
ピ
の
配
布
に
よ
る
料
理
方
法
を
紹
介

し
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
内
容

を
新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
で
情
報
発
信
し

た
り
、
消
費
者
の
認
知
度
向
上
に
向
け

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
ま

し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
は
、
安
定
生
産

が
必
要
条
件
で
す
。
生
産
者
・
J 

A
・

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、

栽
培
条
件
の
検
討
を
更
に
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。
そ
し
て
、
消
費
者
の
認
知

度
向
上
に
向
け
て
、
9
月
下
旬
か
ら
10

月
上
旬
が
「
旬
」の
北
海
道
の
新
生
姜

の
魅
力
を
P 

R
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
て

16  HOKUREN AGRIPORT 



オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
酪
農
家
戸
数
は

減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
、
約
20
年
後
に
現
在
の
半
数
程
度
に

な
る
見
通
し
で
す
。ま
た
、酪
農
ヘ
ル
パ
ー

も
、
恒
常
的
な
要
員
不
足
の
課
題
を
抱

え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

の
Ｊ
Ａ
な
ど
で
構
成
す
る
「
担
い
手
農

地
等
検
討
専
門
委
員
会
」※
で
は
、「
オ

ホ
ー
ツ
ク
農
業
の
振
興
方
策
」
に
基
づ

き
、
人
材
確
保
対
策
の
構
築
に
向
け
て

協
議
。こ
れ
ま
で
も
、地
域
が
一
体
と
な
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
（
表
１
）。

人
材
を
オ
ホ
ー
ツ
ク
ヘ
呼
び
込
む
活

動
の
一
環
と
し
て
、２
０
１
７
年
よ
り「
オ

ホ
ー
ツ
ク
酪
農
体
験
ツ
ア
ー
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
（
図
１
）。
酪
農
畜
産
に
興

味
の
あ
る
人
材
を
募
集
し
、
２
０
１
９

年
は
２
泊
３
日
の
行
程
で
開
催（
表
２
）。

道
外
か
ら
男
女
４
人
（
男
性
１
人
、
女

性
３
人
）が
参
加
し
ま
し
た（
写
真
１
）。

参
加
者
か
ら
は
、「
酪
農
畜
産
関
連

の
仕
事
へ
の
従
事
や
移
住
を
考
え
て
い

る
」「
短
期
研
修
へ
の
参
加
を
希
望
す

る
」
な
ど
の
積
極
的
な
意
見
が
あ
り
、

研
修
や
就
業
（
就
農
）
の
情
報
提
供
な

地
域
の
人
材
確
保
に
向
け
て

酪
農
体
験
ツ
ア
ー
の
開
催

対象：オホーツク管内全 14JA

協力関係機関：オホーツク農業協同組合長会、オホーツク農協酪農畜産対策委員会、担い手農地等検討専門委員会
	 	オホーツク農業協同組合連合会、JA北海道中央会北見支所

取り組み：

実施年度：
2017 ～ 2019 年度

オホーツク酪農体験ツアーの開催

●酪農体験ツアーを開催
●人材をオホーツクへ呼び込み、定着させる！

START UP！　ケーススタディーで知る営農のヒント  08

オホーツク農業協同組合連合会より提供
※担い手農地等検討専門委員会
管内6JAの担当部課長、JA北海道中央会北見支所（運営事務局）、オホーツ
ク農協連、オホーツク総合振興局（オブザーバー）、ホクレン北見支所　ほか
で構成

表1.これまでの取り組み

カテゴリー：
人材確保対策

実施：北見支所営農支援室

POINT

年 内容

2015 他地区における担い手確保対策の優良事例視察

2016
オホーツク酪農 PRビデオ作成、オホーツク
NEWライフ（ポータルサイト）の開設　ほか

2017
オホーツク酪農体験ツアー、新・農業人フェア
へのブース出展　ほか

2018
オホーツク酪農体験ツアー、学校説明会の開催、
「マイナビ就職 FEST」へのブース出展　ほか

2019
オホーツク酪農体験ツアー、学校説明会の開催、
「マイナビ就職 FEST」へのブース出展　ほか
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ど
を
行
い
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
終
了
後
、
参
加
し
た
女
性
か

ら
連
絡
が
入
り
、
網
走
市
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

利
用
組
合
に
就
職
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。「
こ
の
ツ
ア
ー
で
の
体
験
が
、
就

職
す
る
う
え
で
の
大
き
な
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
」
と
の
こ
と
。

現
在
、
酪
農
家
の
代
わ
り
に
哺
乳
や

搾
乳
、
除
ふ
ん
、
給
餌
な
ど
を
行
う
仕

人
材
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
に
定
着

写真1.ツアーの様子

図2. 冊子の表紙
（OKHOTSK	NEW	LIFE）

アグリポートVOL.26も合わせてご覧ください
ht tp s : / /www .hoku ren . o r . j p / kouho / ap /
backnumber/26.pdf#page=2

表2.2019 年のツアー行程表

図1.2019 年の開催案内チラシ

日程 行程

初日
①オリエンテーション（管内の概要・ツアーの留意事項）
②網走市内見学　※夕食は、酪農ヘルパー職員との交流会

２日目

＜オホーツクＪＡ管内の施設を見学！＞
③牧場見学（新規就農者の牧場）
④搾乳ロボット
⑤農業新規就農担い手宿泊施設
⑥牧場の仕事を体験しよう！

３日目 ⑦オホーツクへ新規就農に関する説明会

事
に
従
事
し
活
躍
し
て
い
ま
す
（
ア
グ

リ
ポ
ー
ト
Ⅴ
Ｏ
Ｌ
26
で
紹
介
）。

な
お
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
Ｊ
Ａ
で

は
、
人
材
を
定
着
さ
せ
る
た
め
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
総
合
振
興
局
と
連
携
し
、
新
規
就

農
に
関
す
る
助
成
制
度
な
ど
を
掲
載
し

た
冊
子
を
作
成
（
図
２
）。
そ
の
ほ
か
に

も
、
哺
育
育
成
牧
場
や
研
修
寮
な
ど
の

新
規
担
い
手
の
受
け
入
れ
施
設
を
整
備

す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
地
域
や

農
業
の
魅
力
を
発
信
し
、
人
材
確
保
の

取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
２
０
２
０

年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
ツ
ア
ー
は
開
催

で
き
ず
、
２
０
２
１
年
に
つ
い
て
も
開
催

の
目
途
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

現
在
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
関
係

機
関
で
地
域
の
人
材
不
足
に
対
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図
り
、

人
材
確
保
対
策
の
構
築
に
向
け
て
継
続

的
に
協
議
を
進
め
て
い
ま
す
。

５
年
後
、
10
年
後
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
農

業
の
発
展
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

に
向
け
、
こ
の
大
き
な
課
題
解
決
に
オ

ホ
ー
ツ
ク
管
内
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

５
年
後
、10
年
後
を
見
据
え
て
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年
10
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発
行
　
ホ
ク
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ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
	営
農
支
援
推
進
課
　
〒
060-0906　

札
幌
市
東
区
北
6条
東
7丁
目
375番

地
　
TEL.011-788-5467

START UP!

ホクレンの営農情報

「YouTube」は、Google	LLC	の商標です。「LINE」は LINE株式会社の商標または登録商標です。

隔月で北海道の営農情報を分かりや
すくお伝えしています。Web では
バックナンバーを配信中です。

動画で営農情報を配信！農作業の合
間に手軽にスマートフォンやタブ
レットで見ることができます。

※ 2次元コードでアクセスできます。

LINE@ホクレン公式アカウントで
はタイムリーに営農情報を配信！
ぜひ友だちに追加してください。

いつでもどこでも、気軽に「知る」「見る」ホクレンの営農情報をご活用ください

9:41 PM 85%

営農情報誌アグリポート YouTubeアグリポートチャンネル ホクレンインフォメーション LINE

雑 誌 で
ネ ッ ト で
動 画 で
明 日 の
ヒ ン ト が
見 つ か る


